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■ パブリックコメントに提出された意見と市の対応 

   

 

項目 意見 計画への反映・市の考え 
反映 

結果 

ワク

チン

接種 

１．ワクチン接種は個人の

自由であり、強制しないよ

うにすること。 

 職場、学校での事実上の

強制や道徳的圧力を防止

するための指針を明記す

ること。 

予防接種法上、ワクチン接種は強制される

ものではありません。 

接種にあたっては、あらかじめ予防接種の

有効性及び安全性並びに副反応について説

明を行い、文書により同意を得なければなら

ないとされており、接種を受ける方や保護者

にご理解をいただいた上で接種することと

しています。 

  また、ワクチン接種は重症化を防ぐととも

に、社会経済活動への影響を最小限にとどめ

ることにつながります。 

計画改定案では、「職域接種」の項目で、接

種の有無による差別や不利益取扱いの防止

を徹底する旨を記載していますが、「住民接

種」の項目にも同様の記載をします。 

② 

 ２．新型コロナワクチン接

種事業の総括・検証とし

て、どのような健康被害・

社会的影響があったのか、

接種勧奨の方法に問題が

なかったのかを客観的に

評価・反省した記述を加え

ること。 

今回の行動計画改定案は、新型コロナ対応

における課題を踏まえた上で、具体的な対策

をお示しするものです。 

なお、健康被害の状況については、国の審

査会で報告されており、ホームページでも公

開されています。 

③ 

 ３．重症化リスクが低い年

齢層へのワクチン接種は、

科学的根拠に基づく判断

を行い、保護者への十分な

情報提供を行うこと。 

   ワクチンの効果・リス

クに関する情報提供にお

いて、リスクコミュニケー

ションの原則を明記する

こと。 

 

計画改定案では、ワクチン接種にあたって

は、被接種者やその保護者にとって分かりや

すい情報提供を行うとともに、被接種者等が

持つ疑問や不安に関する情報収集等を行う

ことや積極的にリスクコミュニケーション

を行う旨を記載しています。 

① 

①計画に記載済 ②計画に追加・修正 ③計画に追加・修正しない ④その他 
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 ４．ワクチンと検査は不

要。    

検査については、患者の早期治療や早期発

見によるまん延防止につなげるため必要と

なります。また、ワクチン接種は重症化を防

ぐとともに、社会経済活動への影響を最小限

にとどめることにつながります。 

③ 

物資 ５．トイレットペーパーや

マスクの欠品など、需要と

供給にアンバランスが発

生した。 

新型インフルエンザ等対策政府行動計画

では、生活関連物資等の適切な供給を図るた

め、必要に応じ関連業界団体等に対して供給

の確保等の要請を行うこととしており、この

国の取組について市計画改定案にも記載し

ます。 

② 

 ６．ワクチンの廃棄につい

ては莫大な税金の損失と

なった。その反省を踏まえ

て対策を講じるべきであ

る。 

【その他】 

ワクチンについては、保存期間等の制約が

あるものの、必要量を確保しつつ、可能な限

り廃棄を抑えることができるよう適切な対

応に努めてまいります。 

④ 

行動

制限 

７．夜間営業、人との接触

を伴う施設 ・行事につい

て自粛や時間の短縮が望

ましい。 

【計画に記載済】 

外出自粛要請や休業要請などは、県・国に

よるまん延防止等重点措置や緊急事態措置

によって行われますが、感染状況に応じて実

施されることを記載しています。 

① 

経済

的支

援 

８.営業自粛・外出自粛に

対する支援金について記

載があるのか。 

【計画に記載済】 

国や県の支援策を踏まえ、まん延の防止に

関する措置により生じた市民生活及び社会

経済活動への影響に対し、必要に応じた支援

を検討することを記載しています。 

① 

 


